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【常任委員会】常任委員会の活動状況についてお知らせします。

各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
慎
重
な
審
議
を
行
っ
た
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
議
案
審
査
の

う
ち
、
一
般
会
計
補
正
予
算（
ふ
く
し
ま

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
費
）に
つ
い
て
は
、

本
市
の
魅
力
の
再
確
認
と
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
や
認
知
度
上
昇
を
図
る
た
め
の
30
秒
Ｃ

Ｍ
動
画
を
制
作

す
る
た
め
、
若

手
ク
リ
エ
ー

タ
ー
ら
を
招
致

し
、
コ
ン
テ
ス

ト
に
よ
る
優
秀

作
品
を
渋
谷
ス

ク
ラ
ン
ブ
ル
交

差
点
前
屋
外
ビ

ジ
ョ
ン
で
公
開

す
る
も
の
で
あ

る
旨
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
工
事
請
負
契
約
の
件
に
つ
い
て

は
、
福
島
大
笹
生
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周

辺
地
区
工
業
団
地（
仮
称
）造
成
工
事
の
一

般
競
争
入
札
を
行
っ
た
結
果
、
当
初
予
定

価
格
の
88
％
に
て
落
札
さ
れ
た
こ
と
と
併

せ
て
、
福
島
市
低
入
札
価
格
調
査
実
施
要

領
に
基
づ
く
失
格
基
準
価
格
を
下
回
っ
た

入
札
者
が
失
格
と
な
っ
た
旨
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
議
案
審
査
の

う
ち
、
一
般
会
計
補
正
予
算（
公
立
認
定

こ
ど
も
園
整
備
事
業
費
）に
つ
い
て
は
、

福
島
市
立
幼
稚
園
再
編
成
計
画
に
基
づ
き
、

平
成
31
年
４
月
か
ら
の
開
園
に
向
け
て

（
仮
称
）ふ
く
し
ま
中
央
認
定
こ
ど
も
園
と

（
仮
称
）ひ
ら
の
認
定
こ
ど
も
園
の
既
存
施

設
の
一
部
整
備
等
を
行
う
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
に
よ
り
利
用
定
員
は（
仮
称
）ふ
く
し

ま
中
央
認
定
こ
ど
も
園
に
て
１
９
５
名
、

（
仮
称
）ひ
ら
の
認
定
こ
ど
も
園
に
て
１
８

０
名
と
な
る
こ
と
か
ら
、
両
施
設
を
合
わ

せ
て
１
３
５
名
の
利
用
定
員
増
と
な
る
旨

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
福
島
市
立
学
校
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
の
件
に
つ
い
て
は
、

市
立
幼
稚
園
の

再
編
成
に
よ
り
、

現
在
、
22
園
あ

る
市
立
幼
稚
園

を
10
園
に
統
廃

合
し
、
適
正
規

模
の
園
児
数
で

幼
児
教
育
の
向

上
を
図
る
旨
の

説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

当
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
議
案
審
査
の

う
ち
、
一
般
会
計
補
正
予
算（
環
境
衛
生

諸
費
環
境
美
化
推
進
費
）に
つ
い
て
は
、

東
日
本
大
震
災
に

伴
う
原
子
力
発
電

所
の
事
故
以
来
、

放
射
線
が
人
体
に

与
え
る
影
響
の
観

点
か
ら
、
実
施
を

見
送
っ
て
き
た
町

内
会
及
び
衛
生
団

体
等
市
民
に
よ
る
側
溝
土
砂
上
げ
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
の
除
染
作
業
の
実
施
等
に

よ
り
空
間
放
射
線
量
の
低
減
化
が
図
ら
れ

た
こ
と
や
、
市
放
射
能
対
策
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
現
状
分
析
及
び
評
価
に
よ
り
作
業

の
安
全
性
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
今

秋
か
ら
作
業
を
再
開
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
そ
の
作
業
に
必
要
な
麻
袋
や
土
砂
の

収
集
・
運
搬
・
処
分
に
要
す
る
費
用
で
あ

る
旨
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
福
島
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
の
件
に
つ

い
て
は
、
被
保
険
者
の
負
担
に
配
慮
し
た

税
率
に
改
正
す
る
も
の
で
あ
り
、
今
年
度

以
後
の
年
度
分
に
つ
い
て
適
用
す
る
も
の

で
あ
る
旨
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
議
案
審
査
の

う
ち
、
一
般
会
計
補
正
予
算（
都
市
再
生

整
備
計
画
事
業
費
）に
つ
い
て
は
、
国
内

外
か
ら
の
観
光
客
に
対
し
、
震
災
か
ら
の

復
興
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
観
光

や
イ
ベ
ン
ト
情
報
等
を
発
信
す
る
大
型
マ

ル
チ
ビ
ジ
ョ
ン
や
街
角
ビ
ジ
ョ
ン
を
Ｊ
Ｒ

福
島
駅
前
に
設
置
し
、
将
来
的
な
中
心
市

街
地
の
活
性
化
と
回
遊
性
の
向
上
を
図
る

も
の
で
あ
る
旨
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
福
島
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
の
件
に
つ
い
て
は
、

平
成
31
年
度
か
ら
の
公
の
施
設
の
取
り
扱

い
方
針
に
基
づ
き
、
現
在
、
市
直
営
に
よ

り
管
理
運
営
を
行
っ
て
い
る
御
倉
町
地
区

公
園（
旧
日
本
銀
行
福
島
支
店
長
役
宅
）に

地
方
自
治
法
第

２
４
４
条
の
２

第
３
項
の
規
定

に
よ
る
指
定
管

理
者
制
度
を
導

入
す
る
た
め
、

条
例
の
一
部
改

正
を
行
う
も
の

で
あ
る
旨
の
説

明
が
あ
り
ま
し

た
。

常
任
委
員
会《
議
案
審
査
の
概
要
》
　

本
市
議
会
に
は
、
総
務
、
文
教
福
祉
、
経
済
民
生
、
建
設
水
道
の
４
つ
の
常
任
委
員
会
が
あ
り
、

定
例
会
議
に
お
け
る
議
案
審
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

６
月
定
例
会
議
に
お
け
る
主
な
議
案
審
査
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

総　
　

務

文
教
福
祉

経
済
民
生

建
設
水
道

渋谷スクランブル交差点

御倉邸（ふくしま市景観100選より）
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【常任委員会】常任委員会の活動状況についてお知らせします。

市
長
へ
の
提
言
項
目

市
長
へ
の
提
言
項
目

◆
調
査
事
項

消
防
団
の
充
実

強
化
に
関
す
る
調
査

◆
調
査
期
間

　

平
成
29
年
10
月
〜
平
成
30
年
６
月

◆
調
査
目
的

　

地
域
防
災
の
中
核
で
あ
る
消
防
団
が
近

年
多
発
す
る
災
害
へ
の
出
動
な
ど
重
要
性

を
増
し
て
い
る
一
方
、
団
員
数
の
減
少
、

被
用
者
団
員
の
割
合
の
増
加
な
ど
の
課
題

を
抱
え
て
い
る
中
、
本
市
に
お
い
て
新
時

代
消
防
団
計
画
の
策
定
に
向
け
た
取
り
組

み
が
始
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
消
防
団
の
充

実
強
化
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

◆
委
員
長
報
告
内
容

　

消
防
団
は
、
消
火
活
動
の
み
な
ら
ず
、

火
災
の
予
防
活
動
や
地
震
や
風
水
害
等
の

対
応
な
ど
幅
広
く
地
域
防
災
の
要
と
し
て

活
躍
し
て
お
り
、
平
成
25
年
に
定
め
ら
れ

た
消
防
団
を
中
核
と
し
た
地
域
防
災
力
の

充
実
強
化
に
関
す
る
法
律
に
お
い
て
、
将

来
に
わ
た
り
地
域
防
災
力
の
中
核
と
し
て

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
代
替
性
の
無
い
存

在
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
社
会
環
境
の
変
化
に

よ
り
一
貫
し
て
団
員
数
の
減
少
や
高
齢
化

が
進
む
一
方
で
、
企
業
等
に
勤
務
す
る
被

用
者
団
員
の
割
合
は
上
昇
傾
向
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
全
国
に
お
い
て
は
、
出
動
す
る

業
務
を
限
定
し
た
機
能
別
消
防
団
員
を
導

入
す
る
等
に
よ
り
、
平
日
昼
間
の
火
災
や

大
規
模
災
害
時
の
人
員
を
確
保
す
る
新
た

な
取
り
組
み
も
進
ん
で
き
て
い
る
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
組
織
等
の
あ
り
方

や
入
団
促
進
策
な
ど
を
検
討
す
る
新
時
代

消
防
団
計
画
の
策
定
に
向
け
た
取
り
組
み

が
開
始
さ
れ
て
い
る

が
、
地
域
の
現
状
を

十
分
に
捉
え
た
上
で

各
地
区
及
び
企
業
か

ら
の
理
解
を
深
め
る

こ
と
と
合
わ
せ
、
女

性
団
員
が
活
躍
し
や

す
い
体
制
作
り
や
新

入
団
員
の
確
保
に
向

け
た
広
報
活
動
な
ど

を
よ
り
積
極
的
に
行

う
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。

①
新
時
代
消
防
団
計
画
策
定
に
つ
い
て 

②
機
能
別
消
防
団
員
に
つ
い
て  

③
女
性
消
防
団
員
が
活
躍
し
や
す
い
体
制

作
り
に
つ
い
て 

④
新
入
団
員
加
入
促
進
の
た
め
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

⑤
被
用
者
団
員
の
活
動
や
団
員
と
企
業
と

の
関
係
に
つ
い
て

⑥
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
へ
の
持
続
的
な

教
育
と
啓
発
に
つ
い
て

◆
調
査
事
項

本
市
農
業
の

６
次
産
業
化
の

推
進
に
関
す
る
調
査

◆
調
査
期
間

　

平
成
29
年
10
月
〜
平
成
30
年
６
月

◆
調
査
目
的

　

本
市
農
業
が
全
国
の
自
治
体
が
抱
え
る

課
題
と
同
様
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に

置
か
れ
て
い
る
中
、
本
市
農
業
を
取
り
巻

く
環
境
は
こ
こ
数
年
で
大
き
な
転
換
期
を

迎
え
て
お
り
、
農
業
経
営
の
強
化
、
農
業

の
魅
力
向
上
と
い
っ
た
多
く
の
分
野
に
効

果
を
も
た
ら
す
６
次
産
業
化
へ
の
期
待
や

関
心
が
高
ま
り
を
見
せ
て
い
る
状
況
を
捉

え
、
本
市
農
業
の
さ
ら
な
る
発
展
に
資
す

る
た
め
に
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

◆
委
員
長
報
告
内
容

　

本
市
６
次
産
業
化
推
進
戦
略
に
基
づ
く

事
業
の
推
進
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
一
方
で
解
決
す
べ
き
課
題
が
山
積

し
て
い
る
こ
と
や
平
成
31
年
４
月
設
置
予

定
の
福
島
大
学
食
農
学
類（
仮
称
）と
の
連

携
、
平
成
32
年
度
オ
ー
プ
ン
予
定
の
道
の

駅「
ふ
く
し
ま
」（
仮
称
）の
有
効
活
用
に
お

い
て
は
、
具
体
的
な
内
容
が
固
ま
っ
て
い

な
い
状
況
で
あ
り
、
６
次
産
業
化
に
取
り

組
ん
で
い
く
た
め
の
情
報
収
集
、
他
団
体

と
の
連
携
を
始
め
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
環

境
整
備
の
不
足
が
本
市
に
お
け
る
総
合
的

な
課
題
で
あ
る
。

　

ま
た
、
道
の
駅
や
直
売
所
等
で
の
商
品

販
売
を
視
野
に
入
れ
、
商
品
特
性
を
考
慮

し
つ
つ
、
地
域
の
人
に
愛
さ
れ
、
語
れ
る

自
慢
の
逸
品
と
す
る
こ
と
を
目
標
に
意
識

の
向
上
や
取
り
組
み
や
す
い
環
境
整
備
を

行
う
な
ど
側
面
的
な
支
援
を
進
め
る
た
め
、

ま
ず
は
、
市
内
に
お
け

る
機
運
を
高
め
、
最
終

的
に
官
民
一
体
と
な
り
、

そ
の
高
ま
り
を
市
外
へ

発
信
す
る
仕
組
み
を
作

る
こ
と
が
行
政
の
支
援

と
し
て
最
も
効
果
的
で
あ
る
。

① 

福
島
大
学
食
農
学
類（
仮
称
）を
始
め
と

し
た
高
等
教
育
機
関
と
の
連
携
推
進
に

つ
い
て

② 

平
成
32
年
度
オ
ー
プ
ン
予
定
の
道
の
駅

「
ふ
く
し
ま
」（
仮
称
）の
有
効
活
用
に
つ

い
て

③ 

市
内
農
業
者
等
の
積
極
的
な
情
報
収
集

と
デ
ー
タ
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

④ 

６
次
化
商
品
の
Ｐ
Ｒ
も
兼
ね
た
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
調
査
の
実
施
に
つ
い
て

⑤ 

市
内
生
産
者
等
市
民
が
６
次
産
業
に
取

り
組
み
や
す
い
環
境
の
整
備
と
意
識
の

醸
成
に
つ
い
て 

⑥ 

市
場
に
よ
る
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向

上
の
取
り
組
み
強
化
に
つ
い
て

問
題
に
対
し
、
地
域
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

常
任
委
員
会《
所
管
事
務
調
査
報
告
》
各
常
任
委
員
会
に
お
い
て
所
管
す
る
事
務
に
関
す
る
調
査
結
果
に
基
づ
き
、
所
管
事

務
内
容
の
改
善
等
に
つ
い
て
市
長
に
対
す
る
提
言
事
項
と
し
て
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

経
済
民
生

総　
　

務

建
設
水
道
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【常任委員会、議決結果、請願・陳情の審議結果】 【常

市
長
へ
の
提
言
項
目

と
か
ら
、
全
国
に
お
い
て
は
、
出
動
す
る

教
育
と
啓
発
に
つ
い
て

と
の
連
携
を
始
め
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
環

上
の
取
り
組
み
強
化
に
つ
い
て

◆
調
査
事
項

空
き
家
対
策
に

関
す
る
調
査

◆
調
査
期
間

　

平
成
29
年
10
月
〜
平
成
30
年
６
月

◆
調
査
目
的

　

人
口
減
少
や
既
存
の
住
宅
の
老
朽
化
な

ど
に
伴
い
、
今
後
も
増
加
傾
向
に
あ
る
空

き
家
に
つ
い
て
、
所
有
者
の
管
理
が
適
切

に
行
わ
れ
な
い
こ
と
に
よ
る
安
全
性
の
低

下
や
景
観
の
阻
害
、
周
辺
住
民
の
生
活
環

境
へ
の
影
響
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
発

生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
市
の
空
き
家

対
策
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

◆
委
員
長
報
告
内
容

　

平
成
25
年
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
に
よ

る
と
本
市
の
空
き
家
の
数
は
１
万
５
千
８

４
０
戸
と
推
計
さ
れ
、
住
宅
総
数
の
約

12
・
１
％
を
占
め
る
状
況
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
福
島
市
空
家
等
対
策
計
画
に

基
づ
く
、
空
き
家
に
関
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
整
備
と
市
政
だ
よ
り
で
の
広
報
と
合

わ
せ
、
福
島
市
に
お
け
る
空
き
家
等
対
策

に
関
す
る
連
携
協
定
を
締
結
し
、
地
域
で

の
連
携
体
制
の
構
築
な
ど
具
体
的
な
施
策

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
後
、
よ
り
踏
み
込

ん
だ
各
種
施
策
の
具
現
化
が
望
ま
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
特
に
多
様
化
す
る
空
き
家

問
題
に
対
し
、
地
域
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

対
応
策
を
講
じ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
先
に
発
足
し
た
連
携
協
定
に
お

い
て
、
各
連
携
団
体
の
役
割
を
速
や
か
に

明
確
化
し
、
本
市
が
主
導
的
な
役
割
を
担

う
こ
と
に
よ
り
、
総
合
相
談
窓
口
の
体
制

強
化
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
空
き
家
問
題
は
、
空
き
家
を
発

生
さ
せ
な
い
こ
と
が
第
一
で
あ
る
が
、
平

成
28
年
度
に
実
施
さ
れ
た
空
き
家
所
有
者

の
意
向
調
査
で
は
、
空
き
家
所
有
者
の
管

理
意
識
の
低
さ
や
関
心
の
無
さ
が
明
ら
か

と
な
っ
て
お
り
、
空
き
家
所
有
者
だ
け
で

な
く
、
市
民
一
人
一
人
の
問
題
意
識
の
向

上
を
図
る
た
め
、
情
報

提
供
方
法
を
工
夫
す
る

こ
と
で
市
民
一
人
一
人

に
対
す
る
意
識
啓
発
に

重
点
的
に
取
り
組
む
べ

き
で
あ
る
。

①
空
き
家
に
関
す
る
総
合
相
談
窓
口
体
制

の
強
化
に
つ
い
て

②
空
き
家
の
管
理
状
況
に
合
わ
せ
た
対
策

に
つ
い
て

③
空
き
家
等
の
流
通
、
有
効
活
用
の
た
め

の
人
材
育
成
に
つ
い
て

④
空
き
家
対
策
の
た
め
の
総
合
的
な
補
助

制
度
の
導
入
に
つ
い
て

⑤
空
き
家
の
予
防
や
適
正
管
理
の
た
め
の

市
民
へ
の
意
識
啓
発
に
つ
い
て

建
設
水
道

今
回
の
調
査
に
あ
た
り
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
参
考
人
の

皆
様
及
び
関
係
各
位
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　６月定例会議では、請願５件と陳
情１件を審議しました。

〈採　択〉
■「リアルタイム線量測定システム
を一方的に撤去しないことを求め
る意見書提出方について」の請願

■「国の『被災児童生徒就学支援等事
業』の継続と被災児童生徒の十分
な就学支援を求める意見書提出方
について」の請願

〈不採択〉
■「福島市立ほうらい幼稚園の存続を
求めることについて」の請願

■「リアルタイム線量測定システムの
継続配置を求める意見書提出方に
ついて」の請願

■「主要農作物種子法の復活等を求め
る意見書提出方について」の請願

■「飯坂町財産区の『温泉使用料収入
未済額内訳書の作成』と『温泉供給
停止手続きマニュアルの作成』を求
めることについて」の陳情

平成30年６月定例会議　議決結果
○市長提出議案
区　分 議案

番号 件        名 議決
結果

平成30年度
補正予算案 65～66 一般会計、国民健康保険事業費特別会計 ○

条例改正案

67 福島市職員の退職手当に関する条例

○

68 福島市税条例等
70 福島市立学校条例
71 福島市子どもの夢を育む施設条例
72 福島市地区体育施設条例
73 福島市十六沼公園屋根付運動場条例
74 福島市アクティブシニアセンター条例
75 福島市旧佐久間邸条例
76 福島市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例
77 福島市国民健康保険税条例
78 東日本大震災による被災者に対する国民健康保険税の減免に関する条例
79 福島市介護保険条例
80 福島市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例等
81 東日本大震災による被災者に対する介護保険料の減免に関する条例
82 福島市都市公園条例
83 福島市国民保護協議会条例
89 福島市税条例

条例廃止案 69 福島市農村地域工業等導入地区における固定資産税の課税免除に関する条例 ○
人事案件 91 人権擁護委員候補者推薦 ○

その他

84 市道路線の認定

○
85 工事請負契約

・福島市一般廃棄物新最終処分場建設に係る搬入道路新設工事（Ⅰ期工事）
90 工事請負契約

・福島大笹生IC周辺地区工業団地（仮称）造成工事
86～87 財産取得（高規格救急自動車、消防団員用活動服）
88 専決処分承認

○委員会・議員提出議案
区　分 議案

番号 件        名 議決
結果

条例改正案 92 福島市議会委員会条例 ○

意見書案
93 少子化に対する更なる総合的な対策を求める意見書

○94 リアルタイム線量測定システムを一方的に撤去しないことを求める意見書
95 被災児童生徒就学支援等事業の継続と被災児童生徒の十分な就学支援を求める意見書

※議決結果欄について　○：原案可決、同意、承認　×：原案否決、不同意、不承認
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